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内 閣 府 発 表 

平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ２ 日 

 

「高齢者の日常生活に関する意識調査」結果[要約] 

  
○調査対象  ：全国の60歳以上の男女5,000人 

○有効回答数（率） ：3,501人（70.0％） 
※本調査は、平成６年より５年に１回実施しており、今回で４回目 

＜ポイント＞ 

 

１．将来の自分の日常生活全般について不安を感じている人が増えている 

・「将来の自分の日常生活全般について不安を感じる」*と回答した人の割合は71.9％

で、過去の調査と比較すると増加傾向にある。 

       平成21年調査  71.9％ 

       平成16年調査  67.9％ 

       平成11年調査  63.6％ 
*「とても不安を感じる」、「多少は不安を感じる」の合計 

 

２．高齢者のおしゃれへの関心度が高まっている 

・ おしゃれへの関心度について、「おしゃれをしたい」と回答した人の割合は60.2％

で、過去の調査と比較すると増加傾向にあり、初めて60％を超え、特に女性は７

割が「おしゃれをしたい」と考えている。 

平成21年調査  60.2％（男性：47.9％、女性：70.3％） 

       平成16年調査  53.4％（男性：39.1％、女性：65.8％） 

       平成11年調査  52.9％（男性：38.0％、女性：65.6％） 

３．日頃の食生活において、単身世帯及び経済的にゆとりが少ない人ほど欠食している 

・日頃の食生活における食事の回数について、「毎日３食を食べている」と回答した人

の割合は90.7％、一方「欠食することがある」*と回答した人の割合は9.3％であっ

た。 

・「単身世帯」の19.6％、「家計が苦しく非常に心配である」と回答した人の18.8％が

「欠食することがある」と回答。 
*「週に１～２回欠食することがある」、「週に３～６回欠食することがある」、「週に７回以上

欠食することがある」の合計 

 

４．「一般的に高齢者とは何歳以上だと思うか」について、「70歳以上」と考えている人の

割合は42.3％、「支えられるべき高齢者」については「80歳以上」と考えている人の

割合は32.4％で最も多い。 

担当 

内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付 

高齢社会対策担当 

参 事 官     本多 則惠

        政策調査員     小島 武彦

        高相 泰忠

電話： ０３－３５８１－９２６８(直通)
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ポイント１ 将来の自分の日常生活全般について不安を感じている人が増えている。 

 
・ 「将来の自分の日常生活全般について不安を感じる」（「とても不安を感じる」、「多少は不安を感じる」

の計）と回答した人は71.9％で、 過去の調査と比較すると増加傾向にあり、初めて70％を超えた。 

・ 経済的状況別にみると、「家計にゆとりがなく、多少心配である」人の90.3％、「家計が苦しく、非常に心

配である」人の92.8％が将来の日常生活に不安を感じている。 

・ 健康状態別にみると、「良くない」人の85.5％が将来の日常生活に不安を感じている。 

・ 不安に感じている点について、過去の調査と比較すると「自分や配偶者の健康や病気のこと」、「生活

のための収入のこと」、「子や孫の将来のこと」についての不安が増えている。 

 

Ｑ７「あなたは、将来の自分の日常生活全般について不安を感じますか。」 

n

不安を

感じる

（計）

平 成 21 年 (3,501人) 71.9

平 成 16 年 (2,862人) 67.9

平 成 11 年 (2,284人) 63.6

15.6

14.1

10.8

53.8

52.8

56.3 28.1

32.1

36.4

0.0

-

-

とても不安

を感じる 多少は不安を感じる 不安は感じない (%)

無回答

 

＜経済的状況別＞ 

n

不安を

感じる

（計）

(569人) 43.8

(1,965人) 71.0

(744人) 90.3

(208人) 92.8

わ か ら な い (15人) 46.7

家計にゆとりがあり、まっ

たく心配なく暮らしている

家計にあまりゆとりはない

が、それほど心配なく暮ら

している

家計にゆとりがなく、多少

心配である

家計が苦しく、非常に心配

である

4.4

8.8

30.4

56.7

20.0

62.2

59.9

36.1

26.7

7.2

53.3

39.4 56.2

29.0

9.7

-

-

-

0.1

-

とても不安

を感じる

多少は不安を感じる 不安は感じない (%)

無回答

 

＜健康状態別＞ 

n

不安を

感じる

（計）

良 い (1,011人) 64.6

ま あ 良 い (844人) 70.3

普 通 (935人) 75.3

あまり良くない (590人) 78.5

良 く な い (121人) 85.1

10.1

11.4

12.9

27.6

52.1

58.9

62.4

50.8

33.1

21.5

14.9

54.5 35.4

29.6

24.7

-

-

-

0.1

-

とても不安

を感じる 多少は不安を感じる 不安は感じない (%)

無回答
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Ｑ７ＳＱ「不安に感じる点はどのようなことですか。この中からいくつでもあげてください。」

（複数回答） 

自分や配偶者の健康や病気のこと

自分や配偶者が寝たきりや身体が不自

由になり介護が必要な状態になること

生 活 の た め の 収 入 の こ と

子 ど も や 孫 な ど の 将 来

頼れる人がいなくなり一人きりの暮ら

し に な る こ と

社会の仕組み(法律、社会保障・金融制

度 )が大きく変わってしまうこと

家業、家屋、土地・田畑や先祖のお墓

の 管 理 や 相 続 の こ と

親 や 兄 弟 な ど の 世 話

だまされたり、犯罪に巻き込まれて財

産 を 失 っ て し ま う こ と

家 族 と の 人 間 関 係

言葉、生活様式、人々の考え方などが

大 き く 変 わ っ て し ま う こ と

人（近隣、親戚、友人、仲間など）と

の つ き あ い の こ と

そ の 他

無 回 答

注) *は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。

(%)

77.8

52.8

33.2

21.3

19.1

13.7

10.1

6.0

5.5

5.1

3.9

3.5

0.8

0.4

71.7

51.8

31.3

14.8

19.1

15.7

7.3

3.3

6.1

3.7

2.9

3.8

0.5

0.2

68.5

52.0

26.3

16.4

20.3

13.2

6.9

3.6

2.5

5.1

2.6

0.6

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

平成21年(n=2.516)

平成16年(n=1,943)

平成11年(n=1,452)

*
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ポイント２  高齢者のおしゃれへの関心度が高まっている 

 
・ おしゃれの関心度について、「おしゃれをしたい」と回答した人の割合は60.2％で、過去の調査と比較

すると増加傾向にあり、初めて60％を超えた。 

・ 女性の7割が「おしゃれをしたい」と考えており、また、社会参加活動に参加している人としていない人で

はおしゃれへの関心度が顕著に異なる。 

Ｑ１６「あなたは、おしゃれについてどの程度関心がありますか。」 

n

おしゃ

れをし

たい

（計）

 関心

 はな

 い

（計）

平 成 21 年 (3,501人) 60.2 39.8

平 成 16 年 (2,862人) 53.4 46.6

平 成 11 年 (2,284人) 52.9 47.1

平 成 6 年 (2,454人)
 (65歳以上)

(注) 平成6年は65歳以上の者が対象。

48.7 51.1

10.7

7.7

7.4

8.0

45.7

45.5

40.6 31.4 19.7 0.3

49.5 31.5

35.4

34.6

8.3

11.3

12.4

-

-

-

積極的におしゃれ

をしたい 関心はない

(%)無回答ある程度はおしゃれ

をしたい
あまり関心

はない

 
 

 

Ｑ１６「あなたは、おしゃれについてどの程度関心がありますか。」 

 

＜男女別＞ 

n

おしゃ

れをし

たい

（計）

 関心

 はな

 い

（計）

男 性 (1,581人) 47.9 52.1

女 性 (1,920人) 70.3 29.7

7.1

13.7 56.6

40.9 40.5

24.1

11.6

5.6

積極的におしゃれ

をしたい 関心はない(%)

ある程度はおしゃれ

をしたい
あまり関心

はない

 
＜社会参加活動の参加の有無別＞ 

n

おしゃ

れをし

たい

（計）

 関心

 はな

 い

（計）

参加している (1,253人) 71.2 28.8

参加していない (2,247人) 54.0 46.0

14.4

8.6 45.4

56.7 24.3

35.5

4.5

10.5

積極的におしゃれ

をしたい 関心はない

(%)ある程度はおしゃれ

をしたい

あまり関心

はない
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ポイント３  日頃の食生活において、単身世帯及び経済的にゆとりが少ない人ほど欠食

している 

 

・ 食生活における食事の回数について、「毎日かならず３食を食べている」と回答した人の割合は90.7％

に対し、「欠食することがある」（「週に１～２回欠食することがある」、「週に３～６回欠食することがある」、

「週に７回以上欠食することがある」の計）と回答した人の割合は9.3％であった。 

 

・ 特に単身世帯及び経済的にゆとりが少ない人ほど「欠食することがある」と回答した人の割合が高く、

「単身世帯」では19.6％、「家計が苦しく非常に心配である」と回答した人では18.8％。 

 

Ｑ１８」最近の１ｶ月間、あなたの食事（食事とは朝食・昼食・夕食を指し、間食・夜食は除く）

の回数を教えてください。」 

n

平 成 21 年 (3,501人) 9.3

欠食す

ること

がある

（計）

90.7
6.3

1.9
1.1

0.0

週に３～６食、欠食

することがある

毎日かならず

３食を食べている

週に１～２食、

欠食することがある
無回答

週に７食以上、欠食

することがある

(%)

 
＜世帯別＞ 

n

単 身 世 帯 (413人)

夫 婦 二 人 世 帯 (1,342人)

本 人 と 親 の 世 帯 (217人)

本 人 と 子 の 世 帯 (877人)

本 人 と 子 と 孫 の 世 帯 (566人)

そ の 他 (84人)

(%)

19.6

8.0

6.5

8.8

5.7

16.7

0 10 20 30

欠食することがある（計）

 

＜経済的状況別＞ 

n

家計にゆとりがあり、まったく

心 配 な く 暮 ら し て い る
(569人)

家計にあまりゆとりはないが、それほ

ど 心 配 な く 暮 ら し て い る
(1,965人)

家計にゆとりがなく、多少心配である (744人)

家計が苦しく、非常に心配である (208人)

わ か ら な い (15人)

(%)

5.8

7.8

12.8

18.8

33.3

0 10 20 30 40

欠食することがある（計）
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ポイント４  「一般的に高齢者とは何歳以上だと思うか」について、「70 歳以上」と考

えている人の割合は 42.3％、「支えられるべき高齢者」については「80 歳以

上」と考えている人の割合は 32.4％で最も多い。 
・ 一般的に高齢者とは何歳以上だと思うかについて、「70歳以上」と回答した人の割合は42.3％で最も高

いが、その傾向は減少しており、「75歳以上」と回答した人の割合は増加傾向。 

Ｑ４１「あなたは、一般的に高齢者とは何歳以上だと思いますか。」 

60 歳 以 上

65 歳 以 上

70 歳 以 上

75 歳 以 上

80 歳 以 上

85 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

(%)

2.1

10.8

42.3

27.4

10.8

0.7

0.1

4.5

1.3

4.0

14.0

46.7

19.7

10.7

0.5

0.2

3.1

1.1

3.8

18.3

48.3

14.7

9.7

0.7

0.3

2.9

1.1

0 10 20 30 40 50 60

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)
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・ 一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思うかについて、「80歳以上」と回答した人の割合

32.4％で最も高く、過去の調査と比較する増加傾向。また年齢別にみてもすべての年齢階層で「80歳

以上」と回答した人が多い。 

Ｑ４２「あなたは、一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思いますか。」 

60 歳 以 上

65 歳 以 上

70 歳 以 上

75 歳 以 上

80 歳 以 上

85 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

(注1) 平成19年は「高齢者の健康に関する意識調査」における60歳以上対象者の回答結果。

(注2) 平成20年は「高齢者の地域社会への参加に関する意識調査」における回答結果。

(%)

0.9

2.4

14.1

24.5

32.4

7.4

0.5

15.5

2.4

1.3

4.8

22.9

27.1

25.7

4.9

0.4

11.4

1.5

1.1

5.5

25.4

28.3

22.5

3.9

0.0

11.3

2.1

0 10 20 30 40

平成21年(n=3,501)

平成20年(n=3,293)

平成19年(60歳以上)(n=2,547)

 

＜年齢別＞ 

60 歳 以 上

65 歳 以 上

70 歳 以 上

75 歳 以 上

80 歳 以 上

85 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

(%)

1.0

3.6

14.9

25.3

32.6

5.7

0.2

15.6

1.0

0.9

2.0

16.5

29.1

30.3

4.8

0.2

15.0

1.1

0.7

2.1

14.4

26.3

33.9

7.3

0.7

13.0

1.7

1.1

2.3

12.8

21.5

28.7

10.1

0.7

17.2

5.7

0.6

1.6

10.3

15.4

36.5

12.2

0.6

19.2

3.5

0.8

-

5.3

13.6

43.2

12.9

1.5

15.9

6.8

0 10 20 30 40 50 60

６０～６４歳(n=890)

６５～６９歳(n=880)

７０～７４歳(n=723)

７５～７９歳(n=564)

８０～８４歳(n=312)

８５歳以上(n=132)
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「高齢者の日常生活に関する意識調査」結果の概要 

 

◎ 調査の目的 

    本調査は、日常生活の状況、生活の満足度、衣食住を始め、家事、外出、日

常的楽しみ、日常生活の情報に関する満足度など、高齢者の日常生活全般の実

態と意識を把握するとともに、既に行われている３回の調査（平成６年、平成

11 年、平成 16 年）などとの時系列分析を行い、今後の高齢社会対策の推進に

資することを目的として実施した。 

 

◎ 調査項目 

    １．基本的生活に関する事項 
  ２．衣類に関する事項 

    ３．食生活に関する事項 
    ４．住宅に関する事項 
    ５．日常生活の行動・意識に関する事項 
  ６．日常的楽しみに関する事項 
  ７．日常生活情報に関する事項 
  ８．その他 

   

◎ 調査対象 

    （１）母集団 
          全国の 60 歳以上の男女 

    （２）標本数 
          5,000 人 

    （３）抽出方法 
層化二段無作為抽出法 

 

◎ 調査時期 

    平成 21 年 10 月 22 日～11 月８日 

 

◎ 調査方法 

調査員による面接聴取法 
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◎ 調査実施機関 

社団法人 中央調査社 

 

◎ 回収結果 

    （１）有効回収数（率） 
          3,501 人（70.0％） 

    （２）調査不能数（率） 
          1,499 人（30.0％） 

                （不能内訳） 
                    転居    58        長期不在   184 

                    一時不在  391     住所不明    47 

                    拒否    674         その他   145 

 

◎ 調査対象者の基本属性（性別・年齢別構成） 

 （性別） 

総数 男性 女性

3,501人 1,581人 1,920人 

100.0％ 45.2％ 54.8％  

 

 （年齢別） 

総数 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上

3,501人 890人 880人 723人 564人 312人 132人 

100.0％ 25.4％ 25.1％ 20.7％ 16.1％ 8.9％ 3.8％  

◎ 過去の調査について  

    本報告書で結果を引用した過去の調査は次のとおりである。 
 

            （ 調 査 名 ）           （母集団）    （標本数） （有効回収数） 

平成 20 年調査  高齢者の地域社会への参加に関する意識調査  60 歳以上の男女   5,000     3,293 

平成 19 年調査  高齢者の健康に関する意識調査        55 歳以上の男女   5,000     3,157      

平成 16 年調査  高齢者の日常生活に関する意識調査      60 歳以上の男女   4,000     2,862 

 平成 11 年調査  高齢者の日常生活に関する意識調査      60 歳以上の男女   3,000     2,284 

 平成 ６年調査  高齢者の日常生活に関する意識調査      65 歳以上の男女   3,000     2,454 
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◎調査結果の概要《主なポイント》 

 

１． 基本的生活に関する事項 

○「健康状態が良い」、「収入が高い」人ほど日常生活全般についての満足度が高

い。 

○「将来の日常生活全般についての不安」について、「不安を感じる」と回答した

人は71.9％で、過去の調査と比較すると増加傾向にあり、初めて70％を超えた。

また、「経済的にゆとりがない」、「健康状態が良くない」人ほど、「不安を感じる」

と回答した人が多い。 

○「日ごろから特に心がけていること」について、「衣服（時候、場所、目的にあ

った服、おしゃれなど）」と回答した人が前回調査と比較して大幅に増加。 

 

２． 衣類に関する事項 

○「市販衣類に関する意見」について、男性は「特に不満はない」と回答した人

が81.0％と圧倒的だったのに対して、女性は具体的な意見を持っている。 

○「おしゃれへの関心度」について、「おしゃれをしたい」と回答した人の割合は

60.2％で、過去の調査と比較すると増加傾向にあり、初めて60％を超えた。 

○女性の７割が「おしゃれをしたい」と考えており、また、社会参加活動に参加

している人としていない人ではおしゃれへの関心度が顕著に異なる。 

３． 食生活に関する事項 

○「食生活における食事の回数」について、「毎日かならず３食を食べている」と

回答した人の割合は90.7％に対し、「欠食することがある」と回答した人の割合

は9.3％であった。 

○「欠食することがある」と回答した人について、特に単身世帯及び経済的にゆ

とりが少ない人ほど欠食している。 

○「外食・弁当・給食サービスの利用状況」について、「まったくない」が40.8％

と最も多いが、「ほとんど毎日」が2.7％であり、過去の調査と比較する増加傾向

であった。 

○「食事の用意ができなくなった場合の各種食事サービスの利用意向」について、

「公的な配食サービス」と回答した人の割合は31.0％と最も高いが、過去の調査

と比較すると減少傾向であり、一方、「民間による多様な配食サービス」と回答

した人の割合は20.3％で、過去の調査比較すると増加傾向。 
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４． 住宅に関する事項 

○「現在住んでいる住宅についての不満」について、「住宅が古くなったりいたん

だりしている」が16.8％で最も多く、過去の調査と比較すると増加傾向。 

５． 日常生活の行動・意識に関する事項 

○「外出の頻度」について、「ほとんど毎日」と回答した人の割合は52.0％で最も

多く、「月に２～３回以下」と回答した人の割合は5.9％であった。 

○「月に２～３回以下」と回答した人についてみると、特に収入が少ない及び年

齢が高い人ほどその傾向が高い。 

○「自分一人で利用できる主な外出手段」について、「自動車、バイク、スクータ

ー（いずれも自ら運転するもの。身体障害者等が運転できるよう特別に装備され

ているものを含む。）」と回答した人の割合は55.0％で、過去の調査と比較すると

増加傾向。 

 

６． 日常的楽しみに関する事項 

○ 「普段の生活での楽しみ」について、「テレビ・ラジオ」と回答した人の割合

は79.3％で最も多く、以下「新聞、雑誌」（49.6％）、「仲間と集まったり、親

しい友人、同じ趣味の人との交際」（35.6％）、「家族との団らん、孫と遊ぶ」

（33.4％）、「食事、飲食」（32.8％）、「旅行」（32.0％）等となっている。 

 

７． 日常生活情報に関する事項 

○「日常生活情報に関する満足度」について、「満足している」が30.8％、「まあ

満足している」が61.0％で、９割以上の人が満足している。 

○「日常生活情報に関する情報源」について、「テレビ」が81.7％で最も高いが、

「インターネット、携帯電話」が、過去の調査と比較すると顕著に増加している。

 

○「欲しい日常生活情報」について、「医療」（17.6％）、「年金」（16.9％）が、過

去の調査と比較するといずれも増加傾向。 

 

８． その他に関する事項 

○「一般的に高齢者とは何歳以上だと思うか」について、「70歳以上」と回答した

人の割合は42.3％で最も高いが、その傾向は減少しており、「75歳以上」と回答

した人の割合は増加傾向。 
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○「一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思うか」について、「80歳以

上」と回答した人の割合は32.4％で最も高く、過去の調査と比較すると増加傾向。

また年齢別にみてもすべての年齢階層で「80歳以上」と回答した人が多い。 

○「日々の暮らしに関し社会として重点を置くべきもの」について、「老後を安心

して生活できるような収入の保障」と回答した人の割合は55.3％で、過去の調査

と比較すると増加傾向。 
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◎ 調査結果 

１．基本的生活に関する事項 

・５年前と比べて満足度は横ばい。「健康状態が良い」、「収入が高い」人ほど日常

生活全般についての満足度が高い。 
  

Ｑ１「あなたは、ご自分の日常生活全般について満足していますか。」  

n

満足

（計）

不満

（計）

平 成 21 年 (3,501人) 81.9 18.0

平 成 16 年 (2,862人) 82.5 17.5

平 成 11 年 (2,284人) 85.6 14.3

平 成 6 年
 (65歳以上)

(注) 平成6年は65歳以上の者が対象

89.3 10.5(2,454人)

24.6

27.2

34.1

57.9

58.5

55.1

26.4 55.5 13.3

13.6

11.7

8.5

4.7

3.8

2.5

2.0

0.1

0.0

0.1

0.2

満足している まあ満足している

やや不満である

不満である

(%)無回答

 
＜健康状態別＞  

n

満足

（計）

不満

（計）

良 い (1,011人) 90.6 9.4

ま あ 良 い (844人) 87.0 13.0

普 通 (935人) 83.7 16.1

良 く な い (121人) 43.0 57.0

65.1 34.7(590人)あまり良くない

23.6

21.6

14.1

11.6

63.4

62.1

51.0

31.4 21.5 35.5

42.2 48.4 6.7

10.9

13.2

26.8

2.7

2.1

3.0

8.0

-

-

-

0.1

0.2

満足している まあ満足している

やや不満である
不満である

(%)無回答

 
 
＜収入別＞  

n

満足

（計）

不満

（計）

５ 万 円 未 満 (117人) 67.5 32.5

(356人) 69.4 30.3

(444人) 74.1 25.9

(575人) 87.1 12.9

(455人) 84.6 15.4

(339人) 88.5 11.5

(254人) 90.6 9.4

(59人) 96.6 3.4

８ ０ 万 円 以 上 (87人) 93.1 6.9

収 入 は な い (38人) 78.9 21.1

79.9 20.1(527人)

５万円～１０万円

未 満

１０万円～１５万円

未 満

６０万円～８０万円

未 満

１５万円～２０万円

未 満

２０万円～２５万円

未 満

２５万円～３０万円

未 満

３０万円～４０万円

未 満

４０万円～６０万円

未 満

18.3

18.7

24.3

28.5

22.9

34.8

36.2

40.7

49.4

21.1

51.1

55.4

55.6

58.6

61.8

53.7

54.3

55.9

43.7

57.9

11.1

12.7

15.8

27.4 40.2

4.6

1.7

7.9

10.3

20.5

19.1

17.6

15.4

5.3

2.3

1.7

1.6

1.2

2.6

1.7

12.0

11.2

8.3

4.7

-

-

-

-

-

-

-

-

0.3

-

-

満足している まあ満足している

やや不満である

不満である

(%)無回答
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・「将来の日常生活全般についての不安」について、「不安を感じる」（「とても不

安を感じる」、「多少は不安を感じる」の合計）と回答した人は 71.9％で、過去
の調査と比較するとやや増加傾向。また、「経済的にゆとりがない」、「健康状態

が良くない」人ほど、「不安を感じる」と回答した人が多い。 
・「不安を感じる点」について、「自分や配偶者の健康や病気のこと」と回答した

人は 77.6％で、過去の調査と比較すると増加傾向。 
 

Ｑ７「あなたは、将来の自分の日常生活全般について不安を感じますか。」  

n

不安を

感じる

（計）

平 成 21 年 (3,501人) 71.9

平 成 16 年 (2,862人) 67.9

平 成 11 年 (2,284人) 63.6

15.6

14.1

10.8

53.8

52.8

56.3 28.1

32.1

36.4

0.0

-

-

とても不安

を感じる 多少は不安を感じる 不安は感じない (%)

無回答

 
 
 ＜経済的状況別＞  

n

不安を

感じる

（計）

(569人) 43.8

(1,965人) 71.0

(744人) 90.3

(208人) 92.8

わ か ら な い (15人) 46.7

家計にゆとりがあり、まっ

たく心配なく暮らしている

家計にあまりゆとりはない

が、それほど心配なく暮ら

している

家計にゆとりがなく、多少

心配である

家計が苦しく、非常に心配

である

4.4

8.8

30.4

56.7

20.0

62.2

59.9

36.1

26.7

7.2

53.3

39.4 56.2

29.0

9.7

-

-

-

0.1

-

とても不安
を感じる

多少は不安を感じる 不安は感じない (%)

無回答

 
 ＜健康状態別＞  

n

不安を

感じる

（計）

良 い (1,011人) 64.6

ま あ 良 い (844人) 70.3

普 通 (935人) 75.3

あまり良くない (590人) 78.5

良 く な い (121人) 85.1

10.1

11.4

12.9

27.6

52.1

58.9

62.4

50.8

33.1

21.5

14.9

54.5 35.4

29.6

24.7

-

-

-

0.1

-

とても不安

を感じる 多少は不安を感じる 不安は感じない (%)

無回答
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Ｑ７ＳＱ「不安に感じる点は、どのようなことですか。この中から、いくつでもあげて

ください。」（複数回答）  
 

自分や配偶者の健康や病気のこと

自分や配偶者が寝たきりや身体が不自

由になり介護が必要な状態になること

生 活 の た め の 収 入 の こ と

子 ど も や 孫 な ど の 将 来

頼れる人がいなくなり一人きりの暮ら

し に な る こ と

社会の仕組み(法律、社会保障・金融制

度 )が大きく変わってしまうこと

家業、家屋、土地・田畑や先祖のお墓

の 管 理 や 相 続 の こ と

親 や 兄 弟 な ど の 世 話

だまされたり、犯罪に巻き込まれて財

産 を 失 っ て し ま う こ と

家 族 と の 人 間 関 係

言葉、生活様式、人々の考え方などが

大 き く 変 わ っ て し ま う こ と

人（近隣、親戚、友人、仲間など）と

の つ き あ い の こ と

そ の 他

無 回 答

注) *は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。

(%)

77.8

52.8

33.2

21.3

19.1

13.7

10.1

6.0

5.5

5.1

3.9

3.5

0.8

0.4

71.7

51.8

31.3

14.8

19.1

15.7

7.3

3.3

6.1

3.7

2.9

3.8

0.5

0.2

68.5

52.0

26.3

16.4

20.3

13.2

6.9

3.6

2.5

5.1

2.6

0.6

0.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

平成21年(n=2.516)

平成16年(n=1,943)

平成11年(n=1,452)

*
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・「日ごろから特に心がけていること」について、「健康管理」「食事」がそれぞれ

約６割。また、「衣服（時候、場所、目的にあった服、おしゃれなど）」と回答

した人が前回調査と比較して大幅に増加。 
 Ｑ１２「あなたは、ご自身が日ごろから暮らしている中で、特に心がけている点はど

こでしょうか。この中から主なものを３つまでお選びください。」（３つまで

の複数回答）  

健康管理（睡眠、運動、健康診断、

早 期 治 療 な ど ）

食事（食べ物、回数、時間など）

近隣、友人、仲間 との つき あい

家 族 ・ 親 戚 と の つ き あ い

衣服（時候、場所、目的にあった服、

お し ゃ れ な ど ）

住まい（清掃、補修、庭や外周の

管 理 、 温 度 調 節 な ど ）

外 に 出 る こ と

家事（掃除、洗濯 など 家の 中、

家 の ま わ り の 仕 事 ）

仕 事 （ 職 業 、 家 業 ）

教養、学習、趣味、スポーツ活動

社 会 奉 仕 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

そ の 他

特 に な い

(%)

58.8

56.5

18.6

15.7

15.2

13.3

12.5

11.7

11.4

10.0

10.5

60.0

55.8

25.9

17.4

8.2

9.5

13.1

8.7

9.8

9.5

3.6

0.4

10.7

56.7

53.1

24.0

17.8

8.2

8.0

12.8

9.3

9.9

10.3

4.6

0.4

12.2

4.9

0.5

0 10 20 30 40 50 60 70

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)
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２．衣類に関する事項 

 

・「市販衣類に関する意見」について、男性は「特に不満はない」と回答した人が

81.0％と圧倒的だったのに対して、女性は具体的な意見を持っている。 
  

Ｑ１５「あなたは，市販の衣類についてどのような意見をお持ちですか。この中からい

くつでもあげてください。」（複数回答）  

体 型 に 合 う も の が 少 な い

好みの衣料品が近くの店では買

えない

値 段 が 高 い

衣料品を売る店が近くにない

色、柄、デザインが気に入らな

い

種 類 が 少 な い

着 脱 し に く い

素 材 が 気 に 入 ら な い

縫 製 や 品 質 が よ く な い

動 き に く い

片手で装着できるものがない

そ の 他

特 に 不 満 は な い

無 回 答

(注) *は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。

(%)

9.8

6.8

5.6

5.4

4.5

3.1

2.6

2.6

2.3

1.6

73.0

0.1

8.8

5.5

6.8

4.7

3.8

3.9

2.8

1.9

1.7

1.1

0.9

0.6

75.0

-

10.7

6.0

11.0

6.0

3.5

3.5

2.7

3.0

1.4

1.8

70.8

-

1.2

0.1

*

0.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)  
 
＜男女別＞  

体 型 に 合 う も の が 少 な い

好みの衣料品が近くの店では買

えない

値 段 が 高 い

衣料品を売る店が近くにない

色、柄、デザインが気に入らな

い

種 類 が 少 な い

着 脱 し に く い

素 材 が 気 に 入 ら な い

縫 製 や 品 質 が よ く な い

動 き に く い

片手で装着できるものがない

そ の 他

特 に 不 満 は な い

無 回 答

(%)

7.0

3.7

3.7

3.7

2.2

1.8

2.3

1.5

1.3

1.2

81.0

0.1

12.1

9.4

7.1

6.9

6.5

4.2

2.9

3.4

3.2

1.9

1.3

0.9

66.5

0.1

1.1

0.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

男性(n=1,581)

女性(n=1,920)  
 



 

18 

・「おしゃれへの関心度」について、「おしゃれをしたい」（「積極的におしゃれを

したい」、「ある程度はおしゃれをしたい」の合計）と回答した人の割合は 60.2％
で、過去の調査と比較すると増加傾向にある。 

・女性の７割が「おしゃれをしたい」と考えており、また、社会参加活動に参加

している人としていない人ではおしゃれへの関心度が顕著に異なる。 
 
Ｑ１６「あなたは，おしゃれについてどの程度関心がありますか。」  

n

おしゃ

れをし

たい

（計）

 関心

 はな

 い

（計）

平 成 21 年 (3,501人) 60.2 39.8

平 成 16 年 (2,862人) 53.4 46.6

平 成 11 年 (2,284人) 52.9 47.1

平 成 6 年 (2,454人)
 (65歳以上)

(注) 平成6年は65歳以上の者が対象。

48.7 51.1

10.7

7.7

7.4

8.0

45.7

45.5

40.6 31.4 19.7 0.3

49.5 31.5

35.4

34.6

8.3

11.3

12.4

-

-

-

積極的におしゃれ

をしたい 関心はない

(%)無回答ある程度はおしゃれ

をしたい
あまり関心

はない

 
 
＜男女別＞  

n

おしゃ

れをし

たい

（計）

 関心

 はな

 い

（計）

男 性 (1,581人) 47.9 52.1

女 性 (1,920人) 70.3 29.7

7.1

13.7 56.6

40.9 40.5

24.1

11.6

5.6

積極的におしゃれ

をしたい 関心はない(%)

ある程度はおしゃれ

をしたい
あまり関心

はない

 
 
＜社会参加活動の参加の有無別＞  

n

おしゃ

れをし

たい

（計）

 関心

 はな

 い

（計）

参加している (1,253人) 71.2 28.8

参加していない (2,247人) 54.0 46.0

14.4

8.6 45.4

56.7 24.3

35.5

4.5

10.5

積極的におしゃれ

をしたい 関心はない

(%)ある程度はおしゃれ

をしたい

あまり関心

はない
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３．食生活に関する事項 

 

・「食生活における食事の回数」について、「毎日かならず３食を食べている」と

回答した人の割合は 90.7％に対し、「欠食することがある」（「週に１～２食、欠
食することがある」、「週に３～６食、欠食することがある」、「週に７食以上、

欠食することがある」の合計）と回答した人の割合は 9.3％であった。 
・単身世帯及び経済的にゆとりが少ない人ほど「欠食することがある」の割合が

高い。 
 
Ｑ１８「最近の１ｶ月間、あなたの食事（食事とは朝食・昼食・夕食を指し、間食・夜

食は除く）の回数を教えてください。  

n

平 成 21 年 (3,501人) 9.3

欠食す

ること

がある

（計）

90.7
6.3

1.9
1.1

0.0

週に３～６食、欠食

することがある

毎日かならず

３食を食べている

週に１～２食、

欠食することがある
無回答

週に７食以上、欠食

することがある

(%)

 

＜世帯別＞  

n

単 身 世 帯 (413人)

夫 婦 二 人 世 帯 (1,342人)

本 人 と 親 の 世 帯 (217人)

本 人 と 子 の 世 帯 (877人)

本 人 と 子 と 孫 の 世 帯 (566人)

そ の 他 (84人)

(%)

19.6

8.0

6.5

8.8

5.7

16.7

0 10 20 30

欠食することがある（計）

 
＜経済的状況別＞  

n

家計にゆとりがあり、まったく

心 配 な く 暮 ら し て い る
(569人)

家計にあまりゆとりはないが、それほ

ど 心 配 な く 暮 ら し て い る
(1,965人)

家計にゆとりがなく、多少心配である (744人)

家計が苦しく、非常に心配である (208人)

わ か ら な い (15人)

(%)

5.8

7.8

12.8

18.8

33.3

0 10 20 30 40

欠食することがある（計）
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・「外食・弁当・給食サービスの利用状況」について、「まったくない」が 40.8％
と最も多い。 

・「食事の用意ができなくなった場合の各種食事サービスの利用意向」について、

「公的な配食サービス」と回答した人の割合は 31.0％と最も高いが、過去の調
査と比較すると減少傾向であり、一方、「民間による多様な配食サービス」と回

答した人の割合は 20.3％で、過去の調査と比較すると増加傾向。 
 
Ｑ２１「あなたは、夕食を、外食や弁当や給食サービスなどでとられることがどの程度

ありますか。」  

n

平 成 21 年 (3,501人)

平 成 16 年 (2,862人)

平 成 11 年 (2,284人)

13.4

13.3

13.7

2.7

1.6

1.5

7.4

6.3

3.9

23.9

23.9

20.2

11.8

14.0

9.8

40.8

40.9

50.8

-

-

0.1

年に１、２回

ほとんど毎日

週に１～３回

月に１～３回

２、３か月に

１回

(%)まったくない 無回答

 
 

Ｑ２３「最近、食事に関する様々なサービスが提供されてきていますが、あなたは今後、

仮に自分で食事の用意が出来なくなったり、用意してくれる人がいなくなった場

合、どのようなサービスを利用したいと思いますか。この中から、いくつでもあ

げてください。」（複数回答）  

公 的 な 配 食 サ ー ビ ス

民間による多様な配食サービス

ホームヘルパーや家政婦による
食 事 の 用 意

食 材 の 宅 配 サ ー ビ ス

施 設 で の 会 食 サ ー ビ ス

多種多様な調理食品や半調理食
品 の 販 売

そ の 他

特 に な い

(%)

31.0

20.3

19.3

19.1

6.4

5.5

0.5

30.0

33.6

17.1

21.5

16.1

6.0

5.3

2.1

32.9

37.3

12.7

20.2

13.6

6.5

5.2

0.5

36.6

0 10 20 30 40

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)
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４．住宅に関する事項 
 

・「現在住んでいる住宅についての不満」について、「住宅が古くなったりいたん

だりしている」が 16.8％で最も多く、過去の調査と比較するとやや増加。 
 
Ｑ２５「あなたは、現在お住まいの住宅について、何か不満な点がありますか。この中

から、いくつでもあげてください。」（複数回答）  

住宅が古くなったりいたんだり

し て い る

庭 の 手 入 れ が 大 変

住宅の構造や設備が使いにくい

住 宅 が 狭 い

家賃、税金、住宅維持費等の

経 済 的 負 担 が 重 い

住宅が広すぎて管理が大変

住 宅 の 環 境 が 良 く な い

（ 日 照 、 騒 音 等 ）

家族や知り合いと同居している

が 、 専 用 の 部 屋 が な い

そ の 他

特 に 不 満 は な い

無 回 答

(注) *は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。

(%)

16.8

10.5

7.0

6.2

5.8

5.3

3.7

0.5

0.9

61.4

14.3

6.7

6.5

6.0

6.0

3.2

4.2

0.6

66.1

-

13.4

5.6

6.5

3.9

4.5

0.8

73.6

-

0.0

*

0 10 20 30 40 50 60 70 80

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)

*

*
*

*
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５．日常生活の行動・意識に関する事項 
 
・「外出の頻度」について、「ほとんど毎日」と回答した人が 52.0％で最も多い。
・収入が少ない人ほど、また、年齢が高い人ほど、外出の頻度が低い傾向。 

 
Ｑ２９「あなたは、何かの用（散歩なども含めます）で出かけることが、週に何日くら

いありますか。」  

n

平 成 21 年 (3,501人) 52.0 15.8 19.8
6.5 5.9

0.1

月に２～３日以下

ほとんど毎日

週に４～５日

週に２～３日

週に１日程度

(%)無回答

 
＜収入別＞  

n

５ 万 円 未 満 (117人)

(356人)

(444人)

(527人)

(575人)

(455人)

(339人)

(254人)

(59人)

８ ０ 万 円 以 上 (87人)

収 入 は な い (38人)

５万円～１０万円

未 満

１０万円～１５万円

未 満

１５万円～２０万円

未 満

２０万円～２５万円

未 満

２５万円～３０万円

未 満

３０万円～４０万円

未 満

４０万円～６０万円

未 満

６０万円～８０万円

未 満

49.1

51.5

54.5

56.6

58.3

54.2

65.5

44.7

16.9

17.7

15.6

16.5

16.1

22

11.5

5.3

21.6

19.8

20.0

18.3

15.0

20.3

18.4

23.7

7.6

5.4

6.2

5.1

10.5 15.8

0.3

0.3

0.2

49.1

49.4

39.3

16.4

14.6

13.7

22.7

17.7

22.2

4.6

-

6.2

6.8

7.6

10.3

3.4

5.5

2.4

4.7

5.2

5.0

10.4

3.5

14.5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

月に２～３日以下

ほとんど毎日

週に４～５日
週に２～３日

週に１日程度

(%)無回答

 
＜年齢別＞ 

n

６０～６４歳 (890人)

６５～６９歳 (880人)

７０～７４歳 (723人)

７５～７９歳 (564人)

８０～８４歳 (312人)

８ ５ 歳 以 上 (132人)

45.6

42.3

31.8

16

14.4

9.8

21.8

22.1

25.0

8.0

9.9

9.8

57.6

56.5

52.3

15.8

16.1

17

17.1

19.5

19.8

6.6

5.1

4.6

2.6

22.7

2.7

6.4

11.2

8.3

0.2

-

-

0.8

-

0.4

月に２～３日以下

ほとんど毎日

週に４～５日

週に２～３日
週に１日程度

(%)無回答
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・「自分一人で利用できる主な外出手段について、「自動車、バイク、スクーター

（いずれも自ら運転するもの。身体障害者等が運転できるよう特別に装備され

ているものを含む。）」が 55.0％で、過去の調査と比較すると増加している一方、
「バス・電車」は減少している。 

 
Ｑ３１「あなたは，外出についてはどのような状況ですか。この中から、自分一人で利

用できる外出手段をすべてあげてください。（複数回答）  

自動車、バイク、スクーター(いずれも自ら運転す
る も の 。 身 体 障 害 者 等 が 運 転

できるよう特別に装備されているものを含む。)

バ ス ・ 電 車

家 の 近 く の 歩 行

（つえ、シルバーカーなどの利用を含む。）

お お よ そ 15 分 以 上 の 歩 行

（つえ、シルバーカーなどの利用を含む。）

自転車（電動アシスト付き自転車を含む。）

タ ク シ ー の 利 用

車 椅 子 、 電 動 車 椅 子

そ の 他

自分一人で外出することは ほと んど ない

無 回 答

(%)

55.0

43.3

41.9

37.5

37.5

25.3

1.7

0.1

4.9

0.2

48.8

47.2

37.4

29.7

35.0

26.3

0.5

0.4

4.8

-

38.6

52.8

45.1

35.6

38.2

30.6

0.4

0.3

4.2

0.2

0 10 20 30 40 50 60

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)
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６．日常的楽しみに関する事項 
 

・「普段の生活での楽しみ」について、「テレビ・ラジオ」と回答した人の割合は

79.3％で最も多く、以下「新聞、雑誌」（49.6％）、「仲間と集まったり、親しい
友人、同じ趣味の人との交際」（35.6％）、「家族との団らん、孫と遊ぶ」（33.4％）、
「食事、飲食」（32.8％）、「旅行」（32.0％）等となっている。 

 
Ｑ３３「あなたは、普段の生活でどのようなことを楽しみにしていますか。この中から、

いくつでもあげてください。」（複数回答）  
 

テ レ ビ 、 ラ ジ オ

新 聞 、 雑 誌

仲間と集まったり、おしゃべりをすることや親し

い 友 人 、 同 じ 趣 味 の 人 と の 交 際

家 族 と の 団 ら ん 、 孫 と 遊 ぶ

食 事 、 飲 食

旅 行

散 歩 、 ウ ォ ー キ ン グ 、 ジ ョ ギ ン グ

買 物 、 ウ イ ン ド ウ シ ョ ッ ピ ン グ

読 書

スポーツ活動（水泳、テニス、ゴルフ、ゲート

ボール、グラウンドゴルフ、エアロビクスなど）

ス ポ ー ツ 観 戦 、 観 劇 、 音 楽 会 、 映 画

ビ デ オ 、 Ｃ Ｄ （ レ コ ー ド ） 鑑 賞 な ど

主に室内で行う趣味活動（絵画、書道、手芸、裁

縫 、 工 芸 、 陶 芸 な ど ）

主に屋外で行う趣味活動（園芸、農芸など）

歌、踊り（カラオケ、民謡、コーラス、楽器演

奏 、 社 交 ダ ン ス な ど ）

ワープロ、パソコン、インターネット、携帯電話

犬 や 猫 な ど の ペ ッ ト と 遊 ぶ （ 過 ご す ）

ハイキング・登山・キャンプ・釣りなど自然の中

で 行 う ア ウ ト ド ア レ ジ ャ ー

仕 事 （ 職 業 、 家 業 ）

社 会 奉 仕 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

室内娯楽（囲碁、将棋、花札、トランプ、麻雀、

市 販 の ゲ ー ム な ど ）

教 養 講 座 の 受 講 な ど の 学 習 活 動

宗 教 活 動 、 信 仰

伝 統 文 化 の 維 持 ・ 保 存

教 育 活 動 （ 自 分 が 教 え る 立 場 ）

そ の 他

特 に な い

(注）*は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。

(%)

79.3

49.6

35.6

33.4

32.8

32.0

25.0

22.3

18.1

16.6

13.0

12.9

12.6

11.6

11.5

9.2

8.5

7.9

4.7

4.1

1.4

1.0

1.2

2.7

76.7

44.2

34.1

28.9

22.8

30.6

23.7

16.6

16.4

14.5

10.4

11.2

11.5

12.1

14.3

7.5

9.2

7.7

8.8

5.5

4.9

3.4

2.4

0.7

0.9

0.7

2.7

79.7

43.9

34.3

29.0

20.6

31.7

17.2

16.8

17.7

11.8

9.4

10.8

14.1

13.1

13.8

3.0

7.9

8.4

6.3

4.6

4.0

4.0

1.4

1.2

0.6

2.7

14.7

14.4

2.7

*

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)
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７．日常生活情報に関する事項 
 
・「日常生活情報に関する満足度」について、「満足している」が 30.8％、「まあ満
足している」が 61.0％で、９割以上の人が満足している。 

・「日常生活情報に関する情報源」について、「テレビ」が 81.7％で最も高いが、
「インターネット、携帯電話」が過去の調査と比較すると顕著に増加している。

・「欲しい日常生活情報」については、「医療」「健康づくり」「年金」がそれぞれ

約２割。欲しい日常生活情報が「特になし」と回答した人も約半数を占める。

 
Ｑ３６「あなたは日常生活に関する情報に満足していますか。」  

n

満足

（計）

不満

（計）

平 成 21 年 (3,501人) 91.8 7.9

平 成 16 年 (2,862人) 90.8 9.2

平 成 11 年 (2,284人) 91.5 8.0

平 成 6 年 (2,454人) 94.0 5.9

 (65歳以上)

(注) 平成6年は、65歳以上の者が対象

30.8

25.8

32.6

29.5

65.0

59.0

64.4 0.1

61.0
6.2

7.9

6.7

5.6

1.7

1.3

1.3

0.3

0.3

0.0

0.5

満足している まあ満足している

やや不満である

不満である

(%)無回答

 
 

Ｑ３７「あなたは、日常生活に関する情報をどこから得ていますか。この中から主なも

のを３つまであげてください。」（３つまでの複数回答）  

テ レ ビ

新 聞 （ タ ウ ン 紙 を 含 む ）

友 人 、 隣 人

家 族

ラ ジ オ

チラシ、折り込み、ダイレクト

メ ー ル な ど

インターネット、携帯電話

（平成11年度の調査では「イン

ターネット、パソコン通信」

雑 誌

職 場

そ の 他

特にどこからも得ていない

無 回 答

（注1）平成6年は65歳以上の者が対象。

（注2）*は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。

(%)

81.7

60.8

36.6

32.7

13.1

10.7

8.9

4.9

2.9

0.9

81.3

64.0

38.1

32.2

14.6

13.3

4.9

7.5

3.9

1.2

2.5

-

79.6

57.3

38.2

34.1

12.9

12.0

0.7

7.3

3.0

0.8

3.9

-

80.1

55.1

39.5

36.4

9.6

7.5

3.1

1.1

0.6

-

1.7

0.0

*

5.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)

平成6年(65歳以上)(n=2,454)
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Ｑ４０「日常生活に関する情報で、もっと欲しい内容がありますか。この中から、あて

はまるものをいくつでもあげてください。（複数回答）  

医 療

健 康 づ く り

年 金

趣 味 、 ス ポ ー ツ 活 動 、 旅 行 、 レ ジ ャ ー

在宅ケア、介護サービス、家事援助など生活上の

世 話

教養講座の受講などの学習活動、文化的な催しも

の

心配ごとや悩みごとに関する相談サービス

地 域 の 行 事

食 生 活 、 食 事 サ ー ビ ス

住まい（高齢者向け住宅の供給、増改築・手直し

等 ）

社 会 奉 仕 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

相 続 、 預 貯 金 、 資 産 運 用 、 税 金

介 護 用 品

電 化 製 品

一 般 の 日 用 品 ・ 雑 貨

衣 料 品

自 助 具 、 自 助 用 品

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

17.6

17.0

16.9

10.7

8.5

6.6

6.2

5.5

5.2

4.7

2.5

2.2

1.7

1.4

1.1

0.4

53.2

0.1

16.6

20.2

15.8

8.5

7.5

5.7

6.6

5.8

5.8

3.9

3.7

4.4

2.8

1.3

2.2

1.3

1.2

0.3

52.1

-

15.9

18.5

11.3

9.1

9.8

5.0

4.5

5.6

4.5

4.6

3.5

3.8

2.9

1.3

1.2

1.1

0.8

0.2

55.6

-

3.8

3.6

0 10 20 30 40 50 60

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)
平成11年(n=2,284)  
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８．その他に関する事項 
 

・「一般的に高齢者とは何歳以上だと思うか」について、「70 歳以上」と回答した
人の割合は 42.3％で最も高いが、過去の調査と比べると減少しており、「75 歳
以上」と回答した人の割合が増加している。 

・「一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思うか」について、「80 歳以
上」と回答した人の割合は 32.4％で最も高く、過去の調査と比較すると増加傾
向。また年齢別にみてもすべての年齢階層で「80 歳以上」と回答した人が多い。
 
Ｑ４１「あなたは、一般的に高齢者とは何歳以上だと思いますか。」  

60 歳 以 上

65 歳 以 上

70 歳 以 上

75 歳 以 上

80 歳 以 上

85 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

(%)

2.1

10.8

42.3

27.4

10.8

0.7

0.1

4.5

1.3

4.0

14.0

46.7

19.7

10.7

0.5

0.2

3.1

1.1

3.8

18.3

48.3

14.7

9.7

0.7

0.3

2.9

1.1

0 10 20 30 40 50 60

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)
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Ｑ４２「あなたは、一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思いますか。」  

60 歳 以 上

65 歳 以 上

70 歳 以 上

75 歳 以 上

80 歳 以 上

85 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

(%)

0.9

2.4

14.1

24.5

32.4

7.4

0.5

15.5

2.4

0 10 20 30 40 50 60

平成21年(n=3,501)

 
＜年齢別＞ 

60 歳 以 上

65 歳 以 上

70 歳 以 上

75 歳 以 上

80 歳 以 上

85 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

(%)

1.0

3.6

14.9

25.3

32.6

5.7

0.2

15.6

1.0

0.9

2.0

16.5

29.1

30.3

4.8

0.2

15.0

1.1

0.7

2.1

14.4

26.3

33.9

7.3

0.7

13.0

1.7

1.1

2.3

12.8

21.5

28.7

10.1

0.7

17.2

5.7

0.6

1.6

10.3

15.4

36.5

12.2

0.6

19.2

3.5

0.8

-

5.3

13.6

43.2

12.9

1.5

15.9

6.8

0 10 20 30 40 50 60

６０～６４歳(n=890)

６５～６９歳(n=880)

７０～７４歳(n=723)

７５～７９歳(n=564)

８０～８４歳(n=312)

８５歳以上(n=132)
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・「日々の暮らしに関し社会として重点を置くべきもの」について、「老後を安心

して生活できるような収入の保障」と回答した人の割合が 55.3％と最も多く、
過去の調査と比較しても増加傾向。 
 
Ｑ４３「あなたは，本格的な高齢社会の到来に備え、日々の暮らしに関し、社会として

どのような点に重点を置くべきだとお考えですか。この中から、主なものを３つ

まであげてください。」（３つまでの複数回答）  

老後を安心して生活できるような収入の保障

介護サービスが必要な時に利用できる体制の整備

高齢者の外出・利用に配慮した移動手段・公共交通の

整備を含む高齢者に配慮したまちづくりの推進

高齢者の体が不自由になっても生活できる住宅の整備

高齢者が慣れ親しんできた習慣・言葉・制度・環境

な ど に 配 慮 し た 社 会 づ く り

高齢者の各種相談について身近に対応してくれる

相 談 体 制 の 整 備

老後を健康で生きがいを持って生活するための多様な

スポーツ、趣味、文化活動などの普及と情報提供

体が不自由になっても、残存機能を利用し自立して生

活できるような高齢者用の用具や器具の開発・普及

高齢者に対する犯罪（窃盗、詐欺）の防止対策の推進

若い世代との同 居が 可能 とな る住 宅の 整備

高齢者が利用しやすく安全性を確保した製品の開発

高齢者の嗜好に応じた衣服、おしゃれができるような

多 様 な 製 品 の 販 売

成 年 後 見 制 度 や 虐 待 防 止 な ど の 高 齢 者 の

権 利 擁 護 の 推 進

そ の 他

無 回 答

(%)

55.3

43.2

27.2

27.0

20.7

20.2

13.1

12.5

11.5

7.1

5.3

2.3

2.2

3.0

3.0

52.6

33.8

28.1

28.2

20.9

22.4

14.0

11.4

20.1

7.2

6.4

1.7

2.2

1.4

3.8

48.6

42.6

23.9

27.2

18.4

22.5

16.1

14.1

8.1

9.9

6.9

2.3

1.6

1.9

4.2

0 10 20 30 40 50 60

平成21年(n=3,501)

平成16年(n=2,862)

平成11年(n=2,284)  
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